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 魚類養殖漁場環境保全対策の一環として昭和 54年度より,魚類養殖漁場を対象に底質調査を実施して

いる。 

 

目  的 

  魚類養殖にともなう残 や糞等の排出物(有機物負荷)は水中で分解し,一部は海水交換によって漁

場外に流出するが,一部は沈降物となって海底に堆積する。底質を調べることによって,こうした有機

物負荷が漁場環境にとって適切かどうかを知る手がかりとする。 

 

方  法 

  調査は図 1に示した県南の 5ケ所の湾内養殖漁場,20 定点において秋季(9～10 月)に実施した。 

  採泥・分析方法並びに分析項目は,前年度と同じである。 
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結  果 

  調査結果を表 1に示した。COD が水産用水基準の 20mg/g 乾泥を上回った定点は,橘湾の 3定点,椿泊

湾の 2 定点であった。全硫化物が水産用水基準の 0.2mg/g 乾泥を上回ったのは橘湾の全定点,椿泊湾

の 3定点,那佐湾の 1定点であった。他の湾では基準値を越えた定点はなかった。 
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 COD と全硫化物の各漁場の平均値の推移を,平成 3年度以降の調査結果について図 2,3 に示した。 

  CODでは橘湾,椿泊湾が15～20mg/g乾泥の範囲で増減を示し,浅川湾では前年の半分以下に低下した。

那佐湾,水床湾は前年は低かったが今年度は 5mg/g 乾泥前後に増加した。一方,全硫化物では橘湾,椿

泊湾が水産用水基準を上回り今年度大幅に増加した。浅川湾では 0.1mg/g 乾泥,那佐湾・水床湾では

0.05mg/g 乾泥以下でそれぞれ横ばいの傾向にある。 

 

表 1 平成 7年度県南養殖漁場底質調査結果 

 

 

  

図 2 県南養殖漁場における底泥の       図 3 県南養殖漁場における底泥の 

COD の平均値の推移              全硫化物の平均値の推移 

 


